
JP 2007-227277 A5 2008.11.13

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成20年11月13日(2008.11.13)

【公開番号】特開2007-227277(P2007-227277A)
【公開日】平成19年9月6日(2007.9.6)
【年通号数】公開・登録公報2007-034
【出願番号】特願2006-49524(P2006-49524)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   8/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｍ   8/10    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月30日(2008.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電解質層を燃料極と酸素極とで挟持した燃料電池が、前記燃料極に沿って燃料ガス流路
が形成されたセパレータを挟んで積層されているセルモジュールを有する燃料電池装置で
あって、
　前記燃料極は、前記燃料ガス流路内において水分が滞留する水滞留部に対応する部分に
、触媒を含まない触媒不在部を備えることを特徴とする燃料電池装置。
【請求項２】
　前記水滞留部は、前記燃料ガス流路内に発生し、前記燃料ガスの流通する方向に延在す
る領域である請求項１に記載の燃料電池装置。
【請求項３】
　前記触媒不在部は撥水性を備える請求項１に記載の燃料電池装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　そのために、本発明の燃料電池装置においては、電解質層を燃料極と酸素極とで挟持し
た燃料電池が、前記燃料極に沿って燃料ガス流路が形成されたセパレータを挟んで積層さ
れているセルモジュールを有する燃料電池装置であって、前記燃料極は、前記燃料ガス流
路内において水分が滞留する水滞留部に対応する部分に、触媒を含まない触媒不在部を備
える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００９】
　本発明の他の燃料電池装置においては、さらに、前記水滞留部は、前記燃料ガス流路内
に発生し、前記燃料ガスの流通する方向に延在する領域である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明によれば、燃料電池装置においては、電解質層を燃料極と酸素極とで挟持した燃
料電池が、前記燃料極に沿って燃料ガス流路が形成されたセパレータを挟んで積層されて
いるセルモジュールを有する燃料電池装置であって、前記燃料極は、前記燃料ガス流路内
において水分が滞留する水滞留部に対応する部分に、触媒を含まない触媒不在部を備える
。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　他の燃料電池装置においては、さらに、前記水滞留部は、前記燃料ガス流路内に発生し
、前記燃料ガスの流通する方向に延在する領域である。
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